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２００４ＡＳＴＣアジアトライアスロン選手権（フィリピン・スビックベイ（4/4）） 

ジュニアカテゴリー日本代表選考規定 
 

１） 出場枠 
 ・日本代表として最大、男子６名、女子６名を選出する。（派遣、自費参加含む） 
 
２） 選考基準 
 ・下記選考基準を満たした当該年度のジュニア選手を日本代表とする 
  （２００４年１２月３１日時点で１９歳以下；１９８５年１月１日生まれ以降対象） 
 
  Ａ）２００３日本ジュニアトライアスロン選手権（ジュニアＡ・ジュニアＢカテゴリー）の男女最上位 

※ただし２００４年３月１３日までに実施されるＪＴＵ記録会スイム４００ｍにおいて所定記録（男

子４分４３秒、女子５分０９秒）を上回る記録を残すこと 
※記録は同一会場で測定されたものを合計し、別会場で測定された記録を合算することは認められな

い。合計記録が同じ場合、スイムの記録が優れている選手を上位とする。 
 

 該当選手（登録は２００３年１２月９日現在） 
  男子：長谷川裕一（神奈川）、古川哲也（沖縄） 
  女子：輪島裕美 （東京）、和田陽加（東京） 
 
  Ｂ）２００３年日本ジュニアトライアスロン選手権Ａカテゴリー ２・３位の男女 
    ２００３年日本ジュニアトライアスロン選手権Ｂカテゴリー ２～６位の男女 
 
    上記いずれかで、２００４年３月１３日までに実施されるＪＴＵ記録会スイム４００ｍおよび、ラン

３，０００ｍの合計記録の上位選手 
※ただし２００４年３月１３日までに実施されるＪＴＵ記録会スイム４００ｍにおいて所定記録（男子

４分４３秒、女子５分０９秒）を上回る記録を残すこと 
   ※記録は同一会場で測定されたものを合計し、別会場で測定された記録を合算することは認められない。

合計記録が同じ場合、スイムの記録が優れている選手を上位とする。 
 
 該当選手（登録は２００３年１２月９日現在） 
  男子：豊平朝希世（沖縄）、吉田直弘（大阪）、平出龍一（沖縄）、伊東宏晃（東京）、比嘉和真（沖縄）、

前田隼矢（兵庫）、荒井秀丈（埼玉） 
  女子：正月美千子（大阪）、佐々木 望（秋田）、大塚真弓（愛知）、谷田 純（埼玉）、永原 恵（東京）、

蔵本 葵（埼玉）、加藤 優（北海道） 
 
  Ｃ）２００３ＡＳＴＣアジアトライアスロン選手権および２００３ＩＴＵトライアスロン世界選手権ジュ

ニアカテゴリー日本代表選手 
※ただし２００４年３月１３日までに実施されるＪＴＵ記録会スイム４００ｍにおいて所定記録（男子

４分４３秒、女子５分０９秒）を上回る記録を残すこと 
※記録は同一会場で測定されたものを合計し、別会場で測定された記録を合算することは認められない。

合計記録が同じ場合、スイムの記録が優れている選手を上位とする。 
 

該当選手（登録は２００３年１２月９日現在） 
男子：該当選手なし   女子：輪島裕美（東京） 


